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	 ラマン散乱を利用すれば生体分子を無標識のまま同定・分析できる。近年我々は、末梢神経と

その周辺組織（骨格筋組織、結合組織、脂肪組織）とでラマンスペクトルが異なることを見出し

[1]、顕微鏡下に配置したラット摘出末梢神経とその周辺組織を 92.9%の正確度で識別できている

[2]。今日でも外科手術では末梢神経の検知を術者の目視と解剖学的知見に頼っており、外見だけ

では周辺組織（特に結合組織）と判別しづらい直径１mm 以下の末梢神経は誤って切断されてし

まう場合がある。ラマン散乱による末梢神経検知を外科手術中に行うことができれば、神経温存

手術や神経修復措置を精度よく行えるようになると考えている。 

	 ラマン散乱による末梢神経検知を外科手術に利用する上での課題は、末梢神経走行を数秒程度

の短時間で可視化することである。そこで我々は、多点ラマン散乱計測技術を利用する末梢神経

検出法を開発した[3]。まず、マイクロレンズアレイとファイバーバンドルを励起光学系と検出光

学系にそれぞれ有するラマン分光計測装置を構築した。これにより、ラット摘出末梢神経、結合

組織、及び骨格筋組織からなる試料上の 32点のラマンスペクトルを 5秒で取得できた。得られた

スペクトルを主成分回帰及び判別分析した結果、末梢神経を感度 85.8%、特異度 96.0%、正確度

90.8%で同定できた。また、個々の組織における神経陽性判定数の割合が 0.4以上のものだけを神

経と判定した場合、感度 96.2%、特異度 99.2%、正確度 97.5%で神経を検出できることがわかった。

さらに、この組織判定結果をもとに明視野画像から神経を抽出することによって、視野内の神経

を可視化することもできた。今後、測定・解析のオートメーション化を行い、末梢神経の術中迅

速検知技術を確立したい。 
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